
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

48,164,55671.1 平均値 51,238,617 51,669,762 53,351,028 55,620,96256.4 平均値 64.1 64.3 66.0 67.1平均値 51.3 51.2 52.0 52.5

59.6 63.6 65.3 69.2

H29 H30 R01

当該値 60.2 63.9 65.3 66.6 68.6 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

58,719,206 59,148,171 59,352,077 60,175,296 63,173,40574.6 当該値

26.4

2. 老朽化の状況

全体総括

　地域医療構想を踏まえ、H29に病棟再編を行
い、入院診療単価の向上を図ってきた。再編後２
年を経過したR01年度は、高い病床利用率を達成
したことで大きな増収となり、経常収支比率や医
業収支比率など主要指標が改善している。しか
し、職員給与費対医業収益比率はなお全国平均よ
り高く、建物老朽化に伴う費用の増加も懸念され
る。
　今後も人口減少に伴い患者数の減少が進むと予
想されるため、「１人１日当たり収益（入院・外
来）」を上げるとともに、医業費用の削減を図る
ことにより医業収支を改善し、経営基盤の強化に
努める必要がある。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

53.0 平均値 27.5 27.4 27.8 28.116,979 平均値 48.5 49.2 48.7 48.360,271 平均値平均値 62,913 64,765 66,228 68,751

53.3 55.5 57.1 56.611,684 13,011 13,206 13,954 14,032 当該値

16,993 17,680 18,393 19,207

当該値 49,930 50,218 53,649 55,974 54,571 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　「入院患者１人１日当たり収益」は微減となっ
たが、「病床利用率」の増に伴い入院収益が増加
し、「医業収支比率」は2.6ポイント改善、「経
常収支比率」は３年ぶりに100％を上回った。な
お、精神科を有するため、入院・外来ともに診療
単価は他病院と比較すると低い状況にある。
　収入増に伴い、「累積欠損金比率」は改善。
「病床利用率」は、Ｈ29年度に行った病棟再編に
伴い29床を休床していることから、実際の利用率
より低い数値が計上されている。「職員給与費対
医業収益比率」は収入増に伴い0.8ポイント改善
している。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　「有形固定資産減価償却率」は、前年度より
2.0ポイント増加、平均値より12.2ポイント上
回っており、平均より老朽化が進んでいる。
　「器械備品減価償却率」は、前年度より5.4ポ
イント増加したが、平均値との差は3.5ポイント
と大幅な乖離はなく、器械備品を計画的に更新し
ている結果と思われる。
　以上から、有形固定資産のうち、簡単に更新す
ることができない「建物（施設・設備）」の老朽
化が進んでいると見ることができ、今後は、設備
更新や大規模改修などの更新費用が増加すること
が見込まれることから、施設・設備の計画的な改
修修繕が必要である。

R01 H27 H28 H29

25.7 25.4 26.0 25.6 24.855.8 当該値

平均値 80.7 79.5 79.9 80.2 77.0平均値 36.8 33.9 34.9 32.6 40.1平均値 94.4 93.6 94.0 94.1 92.4平均値 100.3 99.8 100.1 100.0 99.0

当該値 83.6 79.9 74.0 74.2 82.6当該値 36.9 34.9 30.9 24.9 17.786.7 88.5 89.7 92.3当該値 101.3 101.1 99.0 99.3 101.2

Ⅰ 地域において担っている役割
　公立置賜総合病院は、置賜二次保健医療圏の中
核医療機関として高度・専門医療を提供するとと
もに、小児・周産期医療、精神医療等の専門医療
を担い、災害拠点病院としての機能、臨床研修指
定病院として研修医を育成する教育機能も有して
いる。
　また、置賜地域唯一の救命救急センターを併設
し、救急医療を担っている。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 88.3

平成22 年度 - 年度 - 年度

417

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 44,010 非該当 ７：１ 417 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 地 46 4 496

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 非設置 446

経営比較分析表（令和元年度決算）
山形県置賜広域病院企業団　公立置賜総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

68.0
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72.0

74.0

76.0

78.0
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84.0

86.0

④病床利用率(％)
【74.7】
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③累積欠損金比率(％)
【59.6】
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96.0

②医業収支比率(％)
【89.5】

97.5

98.0

98.5

99.0

99.5

100.0

100.5

101.0

101.5

①経常収支比率(％)
【98.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【53.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.0】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【48,132,898】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【25.0】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.6】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【15,586】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【53,621】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

40,117,62073.4 平均値 35,730,958 37,752,628 39,094,598 38,744,03556.4 平均値 69.2 69.7 71.3 73.2平均値 52.4 52.5 53.5 56.1

67.3 68.8 71.5 74.7

H29 H30 R01

当該値 56.4 59.8 63.3 66.8 66.9 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

19,211,391 19,435,245 19,592,536 43,258,760 45,837,58076.8 当該値

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　「経常収支比率」は引き続き100％を上回るこ
とができた。一方、「医業収支比率」及び「職員
給与費対医業収益比率」は、職員給与費の増によ
りいずれも昨年度より悪化した。
　今後、特に外来患者数の減少が進むと予想され
るため、引き続き医業収支を改善し、経営基盤の
強化に努める必要がある。
　病院建物の耐震性不足や老朽化等に伴う病院改
築事業（ECI方式による工事）について、令和元
年度に着工し、令和４年のオープンに向けて整備
を進めている。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

72.0 平均値 19.0 18.7 18.3 16.59,135 平均値 62.5 63.4 63.4 71.126,415 平均値平均値 32,532 33,492 34,136 25,711

68.9 67.0 71.2 58.710,266 10,401 10,594 11,285 10,972 当該値

10,037 9,976 10,130 9,060

当該値 17,042 17,732 19,568 23,451 24,528 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　「経常収支比率」は、平均値より9.0ポイント
上回り100％以上を維持しているものの、前年度
より2.7ポイント減少している。「医業収支比
率」は、平均値よりも7.3ポイント上回っている
ものの、前年度より3.1ポント減少している。
　要因として、外来患者数の減に伴う医業収益の
減、常勤医師及び病院改築に係る職員の増等に伴
う職員給与費の増が挙げられる。「職員給与費対
医業収益比率」も増加している。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　「有形固定資産減価償却率」は、前年度より
0.1ポイント増加し、平均値より10.5ポイント上
回っている。
　「器械備品減価償却率」は、前年度より2.1ポ
イント増加し、平均値より3.4ポイント上回って
いる。
　平成12年度に既存病院を再編統合した際、既存
財産をそのまま組合に移管したため、築50年を超
える建物や法定耐用年数を大きく超える医療機器
があるなど保有資産の老朽化が進んでいる。

R01 H27 H28 H29

14.9 11.9 11.3 11.9 11.362.5 当該値

平均値 67.9 69.8 69.7 66.9 66.1平均値 118.9 119.5 116.9 117.0 118.8平均値 85.3 84.2 83.9 77.0 77.1平均値 98.3 96.7 96.6 97.5 97.7

当該値 78.1 72.9 58.4 81.5 85.0当該値 8.9 10.0 9.8 12.9 16.084.3 80.9 87.5 84.4当該値 108.6 108.0 109.1 109.4 106.7

Ⅰ 地域において担っている役割
 公立置賜長井病院は、高度医療や救急医療を提
供する公立置賜総合病院と密接な連携や相互補完
を図りながら、より住民に身近なサテライト医療
施設として初期医療や回復期医療を提供してい
る。
 また、『長井市地域包括支援センター長井病院
支所』・『長井市訪問看護ステーション』・医師
会による『地域在宅医療連携室』を院内に開設
し、地域医療との連携に取り組んでいる。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 84.4

平成22 年度 - 年度 - 年度

50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 16,247 第２種該当 １５：１ 50 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 10 - 透 訓 - - - 50

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 50

経営比較分析表（令和元年度決算）
山形県置賜広域病院企業団　公立置賜長井病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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【74.7】
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②医業収支比率(％)
【89.5】

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0
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【98.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【53.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.0】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【48,132,898】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.6】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【15,586】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【53,621】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

40,117,62073.4 平均値 36,094,355 36,941,419 38,480,542 38,744,03556.4 平均値 68.0 70.0 71.0 73.2平均値 52.6 54.2 53.8 56.1

65.2 64.1 69.9 71.0

H29 H30 R01

当該値 79.9 83.6 85.8 85.9 6.2 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

15,859,960 15,606,180 15,594,560 16,064,880 50,307,06040.0 当該値

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　新病院は山形県地域医療構想や各種将来推計を
踏まえ、総合病院との機能分化と連携、在宅医療
の推進と連携強化を推進する医療施設として整備
され、建物の耐震性能確保や患者の療養環境改善
も図られた。
　一方で、新病院改築事業に伴う減価償却費や関
連経費の増加等により、医業収支比率の低下が見
込まれる。企業債償還に係る負担増も見込まれる
ことから、更なる収入の確保・経費の削減に取り
組んでいく。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

72.0 平均値 17.9 17.4 17.0 16.59,135 平均値 67.5 69.5 70.3 71.126,415 平均値平均値 24,371 24,882 25,249 25,711

59.0 56.1 57.4 59.09,999 10,055 9,971 10,114 7,722 当該値

8,736 8,797 8,852 9,060

当該値 26,407 26,104 26,528 27,428 27,225 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和元年度は、病院改築関連経費の増加、人工
透析室の廃止に伴う外来収益の減等により「経常
収支比率」「医業収支比率」ともに悪化した。
　「外来患者１人１日当たり収益」以外の経営指
標は、平均以上の値を維持している。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　全面改築を行い、令和元年６月から新病院にお
いて診療を開始した。
※新病院の構造：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨
造）地上２階

R01 H27 H28 H29

13.4 11.8 10.9 10.5 8.362.8 当該値

平均値 66.6 66.8 67.9 66.9 66.1平均値 101.2 107.2 114.4 117.0 118.8平均値 79.6 77.9 78.1 77.0 77.1平均値 98.0 98.4 98.2 97.5 97.7

当該値 80.8 84.3 83.3 83.7 86.5当該値 0.0 0.0 2.8 5.7 7.596.4 97.4 96.5 84.8当該値 109.6 109.8 107.0 105.6 103.0

Ⅰ 地域において担っている役割
　公立置賜南陽病院は、高度医療や救急医療を提
供する公立置賜総合病院と密接な連携や相互補完
を図りながら、より住民に身近なサテライト医療
施設として、初期医療や回復期・慢性期医療の提
供を行っている。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 94.9

平成22 年度 - 年度 - 年度

50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 3,850 第２種該当 １５：１ 50 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 9 - 訓 - - - 50

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 50

経営比較分析表（令和元年度決算）
山形県置賜広域病院企業団　公立置賜南陽病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.7】
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③累積欠損金比率(％)
【59.6】
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①経常収支比率(％)
【98.2】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【53.5】
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【25.0】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.6】
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